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新東名高速道路整備促進期成同盟会 

（浜松いなさ JCT～豊田 JCT 間） 



要 望 書 
 
 
 新東名高速道路は、東京圏と名古屋圏とを結ぶ日本の大動脈であ
り、２０１６年２月に愛知県区間の浜松いなさＪＣＴ～豊田東ＪＣ
Ｔ間（延長約５５ｋｍ）が開通し、約２００ｋｍにわたる東名高速道
路とのダブルネットワークが形成されました。 

この開通により人流・物流が大きく改善し、開通前に比べ東名高
速道路の渋滞回数が約９割減少するなど、本県のモノづくり産業の
発展に寄与してきました。 

しかしながら、愛知県区間の浜松いなさＪＣＴ～豊田東ＪＣＴ間
は、暫定４車線での整備となっております。当該区間の西側は、６車
線整備がなされており、東側の御殿場ＪＣＴ～浜松いなさＪＣＴ間
も２０２０年１２月に６車線整備が完了するとともに、最高速度１
２０キロ運用が実施されております。そのため、最高速度１００キロ
である愛知県の暫定４車線区間が構造的にボトルネックとなり、大
型車の混入に伴う速度低下や追越車線も含め追従状態が発生してお
ります。 

当該区間を６車線化するとともに、最高速度１２０キロ運用が図
られれば、交通容量が大きく改善し、さらなる物流の生産性の向上
に寄与することが期待されます。 

また、２０２１年２月に、新東名高速道路の遠州森町ＰＡ～浜松
ＳＡにおいて、トラックの後続車無人隊列走行技術の実証実験が成
功されました。昨今、県内の企業からトラックドライバーの確保が
困難になってきているとの声が聞こえている中、今後、後続車無人隊
列走行が商業化されると、物流生産性の向上やドライバー不足の解
消に大きく寄与します。そうした技術の受け皿となる新東名高速道
路の６車線化は、我が国の持続的な経済成長のために不可欠である
ことから早期実現を図る必要があります。 

さらに、激甚化する自然災害や南海トラフ地震の発生が危惧され
ることから、防災・減災、国土強靱化を進める必要があり、新東名高
速道路の６車線化の完成により、平時・災害時を問わない安定的な
人流・物流の確保が極めて重要です。 

今後も、製造品出荷額等４４年連続日本一である本県が、日本経
済を牽引する役割を果たしていくためにも、日本の社会経済の大動
脈としての機能を担う新東名高速道路の６車線化が極めて重要です。 

 

 

そうした中、愛知県区間については、２０１８年８月より中日本
高速道路株式会社において６車線化に向けた本格的な調査を実施し
ていただいているところです。しかしながら、愛知県の暫定４車線区
間はトンネルや橋梁などの構造物が多数存在し、６車線化整備及び
そのための手続きには相当の時間を要することから早期の事業着手
が必要と考えます。 

つきましては、以上の事情をご賢察賜り、次の項目についてご支援
いただきますよう、特段のご配慮をお願いいたします。 

記 

１．本道路を含めた災害に強い道路ネットワークを構築するため、

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策について、

必要な予算・財源を例年以上の規模で確保し、計画的に事業

を推進するとともに、５か年加速化対策後も、予算・財源を通

常予算とは別枠で確保して、継続的に取り組むこと。 

２．平時でも災害時でも安定的な人流・物流を支える強靱なネット

ワークの構築のため、新東名高速道路の愛知県区間（浜松い

なさＪＣＴ～豊田ＪＣＴ間）の本格的な調査を更に促進し、６車

線化の早期事業化を図ること。 

３．有料の高速道路の良好なインフラを持続的に利用するため、料

金徴収期間の延長による、更新事業等の追加や暫定２車線の

４車線化などの機能強化に必要な財源の安定的な確保をする

こと。 

４．高速道路のさらなる利活用を促進し、地域との連携を強化する

ため、休憩施設の機能強化及びピンポイント渋滞対策の実施、

スマートＩＣの整備、ＥＴＣ専用化等の推進を図ること。 

5．資材価格が高騰する中でも長期安定的な道路整備・管理が進

められるよう、新たな財源を確保するとともに、令和５年度予算

では、道路関係予算を拡大した上で、所要額を満額確保するこ

と。 
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